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令和５年３月２９日 １７時００分現在 

 
「令和４年３月１６日福島県沖地震による被害状況と本市の対応」 

 

１ 震度等の情報                               

 （１）発生時刻     令和４年３月１６日 ２３時３６分 

 （２）マグニチュード  ７．４（暫定値） 

 （３）震源地      福島県沖 深さ６０ｋｍ 

 （４）最大震度     ６強（福島市６弱） 

 

２ 避難情報                                 

  ３月１７日  ２：００ 自主避難所１７カ所開設（ペット同伴避難所初開設）   

         最大１７カ所 ６３人 

  ３月２９日  １７：００ 自主避難所閉鎖 避難者０人（退所） 

 

３ 被害状況                                 

 （１）人的被害  ・救急搬送 １７件（軽症：１７人） 

 （２）住家等被害 

判 定 区 分 今回（令和４年３月地震） 前回（令和３年２月地震） 

全 壊 ６０棟  ６６棟  

大規模半壊 ９９棟  ６２棟  

中規模半壊 ２３８棟  １５０棟  

半 壊 １，０２４棟  ７０５棟  

準 半 壊 １，９５５棟  １，８２４棟  

一 部 損 壊 ３，４３８棟  ２，６２２棟  

合 計 ６，８１４棟  ５，４２９棟  

 （３）ブロック塀倒壊 ３２カ所 

 （４）ライフライン被害 ・漏水：３０カ所（応急復旧済） 

・停電 復旧（一時１万４千戸停電） 

 （５）市施設被害 

 ・こむこむ館 スプリンクラー破損による漏水、エレベーター５月１８日利用再開 

   ・アオウゼ  天井等破損のため、調理実習室など利用不可 

          ※調理実習室・ＤＶＤ視聴コーナーは６月１日より利用再開、 

           北側トイレは現在修復中のため利用不可→８月２０日利用再開 

   ・市民会館  窓、壁部分の損傷 ５月２６日修繕完了 

   ・保健福祉センター 天井落下、スプリンクラー破損による漏水  など 

   ・市営住宅  外壁部分の損傷、給排水管破損等（野田町団地ほか）    

（６）その他の被害 

道  路 ・平和ビルの壁一部崩落、窓ガラス破損により市道栄町５号線通行止め 

・月ノ輪大橋通行止め→３月１７日６：３０解除 
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     ・黒岩字弥生地内市道亀裂 令和５年１月２７日通行止め解除 

・国道３９９号 飯坂町茂庭字軽井沢地内 落石のため片側交互通行 

令和４年３月１８日片側交互通行解除 

         飯坂町茂庭字鱒沢地内 のり面崩落のため片側交互 

通行 

鉄  道 ・東北新幹線   白石市内で下り列車が脱線（９６名乗車・被害なし） 

              ４月１４日より全線運転再開（臨時ダイヤ） 

                 ※５月１３日より通常ダイヤで運転 

     ・山形新幹線   東京～新庄間で４月２日運転再開（臨時ダイヤ） 

              ※５月１３日より通常ダイヤで運転 

     ・ＪＲ東北本線  通常運行 

     ・ＪＲ奥羽本線  通常運行（福島～庭坂間代行バス含む） 

     ・阿武隈急行線  福島学院前駅ホーム損傷等 

福島～保原駅間が６月２７日より運転再開（全線 

運転再開） 

※７月３日までは臨時ダイヤで運転（９時３０分～ 

 １４時３０分は運休）、７月４日以降より終日通 

 常ダイヤで運転 

     ・福島交通飯坂線 通常運行 

高速道路 ・東北自動車道  

白石 IC～桑折 JCT（上り）通行止め→３月１７日１４：３０解除 

白石 IC～国見 IC（下り） 通行止め→３月１７日１５：３０解除 

・東北中央自動車道 

相馬山上 IC～相馬 IC 通行止め→３月１７日２１：００解除 

    農業施設 ・農業用ハウス等の施設９件 被害金額 ３，９３７千円 

付帯施設破損１５件 

         ・共選場等ＪＡ関連施設７件（内壁のひび割れ、窓ガラスの破損等） 

         ・庭坂上堰用水路の上部法面崩落に伴い水路閉塞１件 

    下水道  ・黒岩字弥生地内市道亀裂に伴う下水道本管ズレ（本管布設替完了） 

    文化財  ・建造物等 １０件（市指定文化財：４件 国登録文化財６件） 

          主な被害状況：壁の亀裂・剥落、建物の傾き 等 

    温泉施設 ・飯坂温泉 

          外壁の亀裂や配管の破損等 ２９件 

          食器類の破損等 １９件 

 

４ 市施設等への影響                             

  ・市施設休館状況 ３月１７日：９施設  

４月１１日：３施設  

・トヨタクラウンアリーナ（サブアリーナのみ） 

 ４月４日（月）より南側半面の一般利用を再開 

 （個人利用のみ） 
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・ヘルシーランド（プールのみ） 

・こむこむ館 

 ４月１６日（土）より１，２階の利用を一部再開 

  ・学校等     ３月１７日：全小中学校休校・全幼稚園休園 

  ・ＮＣＶふくしまアリーナでのワクチン集団接種 ３月１７日中止 

 

５ 市の対応                                 

（１） 総合相談窓口（罹災証明受付等） 本庁１階 ３月１７日～５月２０日 

※３月中は土日祝も対応 

（２） 罹災証明 オンライン、郵送、本庁・支所 

① 開設 ３月１７日～ オンライン、郵送、本庁・支所等  

② 申請件数 ９，９４８件（３月２９日現在） 

令和３年２月福島県沖地震との申請件数比較 ９９．０％ 

③ 交付済み ９，９４８件（交付率１００％） 

（３） 応急危険度判定 オンライン・電話 ３月中は土日祝も受付 

① 申請受付 ３月１７日～４月２８日 

② 申請件数 １２７件（４月２８日受付終了） 

③ 判定済み １２７件（判定率１００．０％）※緑１５／黄４９／赤６３ 

（４） 災害廃棄物対策 

① 災害廃棄物の受入れ 

・３月１７日～４月２２日 クリーンセンター（あらかわ・あぶくま） 

３連休（１９～２１日）、２６日（土）・２７日（日）、４月３日（日）も対応 

    ・受入台数 ２，４３５台 受入重量 ８６．８ｔ（４月２２日受付終了） 

    ・被災リサイクル家電処理件数 １，８５８台（５月３１日受入終了） 

     （エアコン ２０台 テレビ １，５３２台 冷蔵庫 １９４台 洗濯機 １１２台） 

② 塀・瓦・壁材等の一時保管 

・３月２３日～４月３０日（日曜祝日・第２土曜を除く） 十六沼公園西側 

・受入台数 ７７９台（４月３０日受付終了） 

③ 倒壊したブロック塀等の相談・処理 ごみ減量推進課 

・相談 ３月１７日～  

・申請受付 ３月２９日～４月２２日（土日を除く） 

・申請件数 ３５９件（４月２２日受付終了） 

   ④ 被災家屋等解体事業の相談・申請 ごみ減量推進課 

・相談 ４月１８日～ 

・申請受付 ４月２０日～８月２６日（土日祝を除く） 

・受付数 申請件数６７９件・解体家屋数８９３棟（２月２８日現在） 

     発注状況５４．３３％ ８０件着手し、うち５０件解体済。 

オンライン及び電話で事前予約制  

（５）市営住宅への仮入居 １５世帯入居（３月２２日現在） 

    ※復興公営住宅の提供（県） 

    ・受付期間 ３月３１日～６月３０日 

    ・提供住戸数 ３０戸程度（北沢又団地（平成２８年度建築）など） 

    ・相談件数 ５６件 入居件数 ２２件 

※賃貸型応急住宅の提供（県） 
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・受付期間 ５月２０日～９月３０日 

・提供戸数 ４２戸 

・相談件数 ４８件 入居件数 ４２件 

（６）住宅の修繕支援 

①応急修理：３月２３日～９月３０日／申請件数：１,５１０件 

②屋根改修：４月２１日～６月１７日／申請件数：   ３９件 

③一部損壊住宅修理：４月２８日～令和５年２月２８日 ／申請件数：６１５件 

（７）保健師等の健康支援活動（３月２９日現在） 

  ・保健師による安否確認：電話連絡等 延べ１５７名 

  ・福祉避難所巡回：NCVふくしまアリーナ／健康相談：延べ１１世帯２２名 

（８）災害見舞金 

 ・１，５０６件 

（全壊４３件、大規模１５７件、中規模３０３件、半壊１，００３件） 

（９）被災者生活再建支援制度  

・４０４件 

（全壊６２件、大規模１８７件、中規模１２２件、半壊解体３３件） 

（１０）福島市災害義援金 

・１，４７９件 

（全壊４１件、大規模１５３件、中規模２９９件、半壊９８６件） 

 

６ 応援・受援                                 

（１） 相馬市への応援 

① 応援要請に基づき給水タンク車２台派遣 ３月１７日～２４日 

② ペットボトル水（ふくしまの水５００ml）、２，０１６本提供 ３月１９日 

③ 応援要請に基づき漏水修繕支援 

・３月２１日 市営坪ケ迫団地内の給水管６箇所修繕（局職員２名、福島地区管工 

事協同組合事業者１５名）  

・３月２２日 相馬市岩子地区の給水管５箇所修繕（局職員２名、同事業者６名） 

    ・３月２３日 相馬市岩子地区ほか給水管３箇所修繕（局職員２名、同事業者６名）    

④ 可燃ごみの受入  

・３月２４日～ 最大４０t／日 受入先（あぶくまクリーンセンター） 

    ・受入台数 ８５１台 受入重量 １,３１４t（最終搬入日 ７月２０日）    

 

７ 災害支援物資の受入れ                            

  ・光市 カンロ飴２５０袋 

  ・大阪タオル卸商業組合 タオル１，０００枚 

 

８ 寄附の受入れ                                

  ・ふるさと寄附金（３月１７日～） ４２３件 ３，２０４，２６２円（速報値） 

  ・福島競馬場からの見舞金（３月２５日） １，０００，０００円 

  ・義援金等（３月２５日～） ５件 ８６０，９８１円 

 

９ ボランティア要請への対応                         

（１） 福島市社会福祉協議会で独居高齢者等の被災者支援を開始（３月１７日～） 
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① ボランティア派遣先 独居高齢者・独居障がい者・高齢者のみの世帯 

② 作業内容 倒れた家具の移動、破損した食器類等の片づけ、復旧作業（専門的技術 

を要する作業を除く） 

③ 派遣要望件数 ４件（うち実施済 ２件、対象外２件） 

       

１０ 災害対策本部                              

（１）災害対策本部 ３月１６日 ２３時３６分設置  

（２）災害対策本部 ６月３０日 解散 



○令和４年３月１６日福島県沖地震の概要及び市の対応について（令和５年３月２９日現在）

○災害見舞金
被災者へ見舞金（全壊：１０万円／大規模半壊・中規模半壊・半壊：５万円）を支給する制度

１．地震の概要について

発生日時
震度

マグニチュード
震源地 発震機構

令和４年３月
３月１６日
２３時３６分

６弱
７．４（暫定値）

福島県沖
深さ６０km

西北西－東南東方向に
圧力軸を持つ逆断層型

令和３年２月
２月１３日
２３時 ８分

６弱
７．３（暫定値）

福島県沖
深さ５５km

西北西－東南東方向に
圧力軸を持つ逆断層型

２．避難者について

開設避難所 避難者数 開設期間 その他

令和４年３月 自主避難所１７か所 ６３人
３月１７日～３月２９日

（１３日間）
ペット同伴避難所初開設
避難者：２世帯３人

令和３年２月 自主避難所１７か所 ３２人
２月１４日～３月８日

（２３日間）

３．災害見舞金について

支給件数 全 壊 大規模半壊 中規模半壊 半 壊

令和４年３月 １，５０６件 ４３件 １５７件 ３０３件 １，００３件

令和３年２月 １，２４６件 ５３件 ２１６件 １８３件 ７９４件

○避難所
３月１７日午前２時（発災から２．５時間後）に自主避難所を１７か所開設した。

○２年連続で福島県沖地震が発生
発生時刻、震度、マグニチュード、震源地等、ほぼ同規模の地震が２年連続で発生した。

【総括】令和４年３月福島県沖地震について

４．被災者生活再建支援制度について

○被災者生活再建支援制度
住宅など生活基盤に著しい被害を受けた世帯に対する支援金。住宅の被害の程度に応じて支給

される基礎支援金と住宅の再建方法に応じて支給される加算支援金がある。

支給件数 全 壊 大規模半壊 中規模半壊 半 壊

令和４年３月 ４０４件 ６２件 １８７件 １２２件 ３３件

令和３年２月 ５８５件 ６７件 ３１０件 ８０件 １２８件



○災害廃棄物の受入れ
被災した家電リサイクル対象製品や事業系不燃ごみをクリーンセンターで受入れ

○災害廃棄物の一時保管
倒壊した塀や瓦、壁材等を搬入できる一時保管場所を設置

○ブロック塀等の処理
倒壊したブロック・大谷石等の塀を災害廃棄物として収集する

○被災家屋等の解体
半壊以上の被害を受けた家屋について、所有者の申請に基づき市が解体処理を実施する

○住宅の屋根改修
地震により破損した住宅の屋根瓦を改修する場合の補助

○一部損壊住宅修理支援事業
○住宅の応急修理 地震により「一部損壊」した住宅を修理する場合の一部を定額で補助（１０
万円まで）
地震により被害を受けた住宅の屋根、外壁、基礎等の日常生活に必要な最小限度の部分を応
急的に修理する場合の補助（全壊・大規模半壊・中規模半壊・半壊：５９万５千円以内／準
半壊：３０万円以内）

６．住宅の修繕支援について

屋根改修 一部損壊支援 応急修理

令和４年３月 ３９件 ６１５件 １，５１０件

令和３年２月 ３８件 ４１５件 １，１７１件

７．災害廃棄物について

受入れ 一時保管 ブロック塀 被災家屋等の解体

令和４年３月 ８６．８t ７７９台 ３５９件
６７９件

（５０棟／８９３棟解体済）

令和３年２月 ５８．４t １，１５１台 ４２７件
４８５件

（７１０棟すべて解体済）

５．市災害義援金について

○福島市災害義援金の配分
地震により半壊以上の被害を受けた市民に対し、市内外より寄せられた義援金及び国・県から

配分された義援金を配分する。

支給件数（総額） 全 壊 大規模半壊 中規模半壊 半 壊

令和４年３月
１，４７９件

（54,508,720円）
４１件 １５３件 ２９９件 ９８６件

令和３年２月
１，２２９件

（45,825,090円）
５３件 ２１２件 １７８件 ７８６件

【総括】令和４年３月福島県沖地震について



◯相馬市
水道やごみ処理施設に大きな被害を受けた相馬市からの応援要請に対応した

８．他市への応援について

９．主な公共施設等の被害状況

環境部
・可燃ごみの受入れ
受入れ台数：８５１台／受入れ重量：１，３１４t

水道局

・給水タンク車 ２台派遣
・ふくしまの水 ペットボトル２，０１６本提供
・漏水修繕支援 給水管等１４箇所

職員６名／福島地区管工事協同組合事業者２７名（延べ人
数）

◯主な公共施設の被害

こむこむ館 スプリンクラー破損による漏水

アオウゼ 天井や壁部分の破損

市民会館 窓や壁部分の破損

保健福祉センター 天井落下、スプリンクラー破損による漏水等

◯その他の主な施設

平和ビル壁面の崩落 福島学院前駅ホームの損傷

国道３９９号（茂庭地区）の落石 黒岩字弥生地内の市道亀裂

【総括】令和４年３月福島県沖地震について



○被害を受けた家屋（棟）数

１２．被害家屋調査について

・令和３年２月と比較
して、大規模半壊・中
規模半壊・半壊の被害
を受けた建物が多い。

修繕の有無に関わら
ず、２年連続の地震で
さらに損傷が拡大した
ケースが多く見られる。

令和４年３月 令和３年２月

全 壊 ６０ ６６

大規模半壊 ９９ ６２

中規模半壊 ２３８ １５０

半 壊 １，０２４ ７０５

準半壊 １，９５５ １，８２４

一部損壊 ３，４３８ ２，６２２

合 計 ６，８１４ ５，４２９

１０．総合相談窓口について

令和４年３月 令和３年２月

開設期間 ３月１７日（発災翌日）～５月２０日 ２月１７日（発災４日後）～５月１日

○総合相談窓口体制の改善
・福島市地域防災計画に基づき、発災直後に災害対策本部事務局 被災者支援班 総合相談
窓口対応チームの体制を構築した（生活課、国保年金課、共生社会推進課、生活福祉課及
び庁内応援職員で構成）。

・令和３年２月地震では発災後、開設まで４日間を要したが、令和４年３月地震では早期に
体制を整え、発災翌日に開設し、被災者からの罹災証明の申請受付や相談対応にあたった。

１１．罹災証明について

○罹災証明交付件数（住家のみ）

令和４年３月 令和３年２月

全 壊 ６９ ８５

大規模半壊 ２０８ ２６７

中規模半壊 ３９４ ２４１

半 壊 １，２８２ ９７３

準半壊 ２，０２２ ２，２３２

一部損壊 ３，４６８ ２，９５１

合 計 ７，４４３ ６，７４９

【総括】令和４年３月福島県沖地震について



１３．被害家屋調査の推移について

○家屋調査体制の改善
・福島市地域防災計画に基づき、発災直後に災害対策本部事務局 被災者支援班 被害調査
対応チームの体制を構築した（資産税課及び庁内応援職員でチームを構成）。

・早急に体制を構築したこと、また、家屋調査の方法を一次・二次調査方式に変更（一次調
査は外観調査のみ）したことから、令和３年２月と比較してスムーズに調査を行うことが
できた。
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●1,000件到達
R4.3月：15日目
R3.2月：25日目

●3,000件到達
R4.3月：34日目
R3.2月：51日目

１４．地区別被害棟数について

○地区ごとの被害の傾向
・令和４年３月は中央地区、北信地区、東部地区の被害が大きい。
特に中央地区北東部、岡部、山口、岡島、鎌田、瀬上町、宮代地区の被害が大きい。

・令和３年２月は信夫地区、清水地区、吾妻地区の被害が大きい。
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○令和４年３月１６日福島県沖地震の概要及び市の対応について（令和５年３月２９日現在）

○災害見舞金
被災者へ見舞金（全壊：１０万円／大規模半壊・中規模半壊・半壊：５万円）を支給する制度

１．地震の概要について

発生日時
震度

マグニチュード
震源地 発震機構

令和４年３月
３月１６日
２３時３６分

６弱
７．４（暫定値）

福島県沖
深さ６０km

西北西－東南東方向に
圧力軸を持つ逆断層型

令和３年２月
２月１３日
２３時 ８分

６弱
７．３（暫定値）

福島県沖
深さ５５km

西北西－東南東方向に
圧力軸を持つ逆断層型

２．避難者について

開設避難所 避難者数 開設期間 その他

令和４年３月 自主避難所１７か所 ６３人
３月１７日～３月２９日

（１３日間）
ペット同伴避難所初開設
避難者：２世帯３人

令和３年２月 自主避難所１７か所 ３２人
２月１４日～３月８日

（２３日間）

３．災害見舞金について

支給件数 全 壊 大規模半壊 中規模半壊 半 壊

令和４年３月 １，５０６件 ４３件 １５７件 ３０３件 １，００３件

令和３年２月 １，２４６件 ５３件 ２１６件 １８３件 ７９４件

○避難所
３月１７日午前２時（発災から２．５時間後）に自主避難所を１７か所開設した。

○２年連続で福島県沖地震が発生
発生時刻、震度、マグニチュード、震源地等、ほぼ同規模の地震が２年連続で発生した。

【総括】令和４年３月福島県沖地震について

４．被災者生活再建支援制度について

○被災者生活再建支援制度
住宅など生活基盤に著しい被害を受けた世帯に対する支援金。住宅の被害の程度に応じて支給

される基礎支援金と住宅の再建方法に応じて支給される加算支援金がある。

支給件数 全 壊 大規模半壊 中規模半壊 半 壊

令和４年３月 ４０４件 ６２件 １８７件 １２２件 ３３件

令和３年２月 ５８５件 ６７件 ３１０件 ８０件 １２８件



○災害廃棄物の受入れ
被災した家電リサイクル対象製品や事業系不燃ごみをクリーンセンターで受入れ

○災害廃棄物の一時保管
倒壊した塀や瓦、壁材等を搬入できる一時保管場所を設置

○ブロック塀等の処理
倒壊したブロック・大谷石等の塀を災害廃棄物として収集する

○被災家屋等の解体
半壊以上の被害を受けた家屋について、所有者の申請に基づき市が解体処理を実施する

○住宅の屋根改修
地震により破損した住宅の屋根瓦を改修する場合の補助

○一部損壊住宅修理支援事業
地震により「一部損壊」した住宅を修理する場合の一部を定額で補助（１０万円まで）

○住宅の応急修理
地震により被害を受けた住宅の屋根、外壁、基礎等の日常生活に必要な最小限度の部分を応
急的に修理する場合の補助（全壊・大規模半壊・中規模半壊・半壊：５９万５千円以内／準
半壊：３０万円以内）

６．住宅の修繕支援について

屋根改修 一部損壊支援 応急修理

令和４年３月 ３８件 ６１５件 １，５１０件

令和３年２月 ３８件 ４１５件 １，１７１件

７．災害廃棄物について

受入れ 一時保管 ブロック塀 被災家屋等の解体

令和４年３月 ８６．８t ７７９台 ３５９件
６７９件

（５０棟／８９３棟解体済）

令和３年２月 ５８．４t １，１５１台 ４２７件
４８５件

（７１０棟すべて解体済）

５．市災害義援金について

○福島市災害義援金の配分
地震により半壊以上の被害を受けた市民に対し、市内外より寄せられた義援金及び国・県から

配分された義援金を配分する。

支給件数（総額） 全 壊 大規模半壊 中規模半壊 半 壊

令和４年３月
１，４７９件

（54,508,720円）
４１件 １５３件 ２９９件 ９８６件

令和３年２月
１，２２９件

（45,825,090円）
５３件 ２１２件 １７８件 ７８６件

【総括】令和４年３月福島県沖地震について



◯相馬市
水道やごみ処理施設に大きな被害を受けた相馬市からの応援要請に対応した

８．他市への応援について

９．主な公共施設等の被害状況

環境部
・可燃ごみの受入れ
受入れ台数：８５１台／受入れ重量：１，３１４t

水道局

・給水タンク車 ２台派遣
・ふくしまの水 ペットボトル２，０１６本提供
・漏水修繕支援 給水管等１４箇所

職員６名／福島地区管工事協同組合事業者２７名（延べ人
数）

◯主な公共施設の被害

こむこむ館 スプリンクラー破損による漏水

アオウゼ 天井や壁部分の破損

市民会館 窓や壁部分の破損

保健福祉センター 天井落下、スプリンクラー破損による漏水等

◯その他の主な施設

平和ビル壁面の崩落 福島学院前駅ホームの損傷

国道３９９号（茂庭地区）の落石 黒岩字弥生地内の市道亀裂

【総括】令和４年３月福島県沖地震について



○被害を受けた家屋（棟）数

１２．被害家屋調査について

・令和３年２月と比較
して、大規模半壊・中
規模半壊・半壊の被害
を受けた建物が多い。

修繕の有無に関わら
ず、２年連続の地震で
さらに損傷が拡大した
ケースが多く見られる。

令和４年３月 令和３年２月

全 壊 ６０ ６６

大規模半壊 ９９ ６２

中規模半壊 ２３８ １５０

半 壊 １，０２４ ７０５

準半壊 １，９５５ １，８２４

一部損壊 ３，４３８ ２，６２２

合 計 ６，８１４ ５，４２９

１０．総合相談窓口について

令和４年３月 令和３年２月

開設期間 ３月１７日（発災翌日）～５月２０日 ２月１７日（発災４日後）～５月１日

○総合相談窓口体制の改善
・福島市地域防災計画に基づき、発災直後に災害対策本部事務局 被災者支援班 総合相談
窓口対応チームの体制を構築した（生活課、国保年金課、共生社会推進課、生活福祉課及
び庁内応援職員で構成）。

・令和３年２月地震では発災後、開設まで４日間を要したが、令和４年３月地震では早期に
体制を整え、発災翌日に開設し、被災者からの罹災証明の申請受付や相談対応にあたった。

１１．罹災証明について

○罹災証明交付件数（住家のみ）

令和４年３月 令和３年２月

全 壊 ６９ ８５

大規模半壊 ２０８ ２６７

中規模半壊 ３９４ ２４１

半 壊 １，２８２ ９７３

準半壊 ２，０２２ ２，２３２

一部損壊 ３，４６８ ２，９５１

合 計 ７，４４３ ６，７４９

【総括】令和４年３月福島県沖地震について



１３．被害家屋調査の推移について

○家屋調査体制の改善
・福島市地域防災計画に基づき、発災直後に災害対策本部事務局 被災者支援班 被害調査
対応チームの体制を構築した（資産税課及び庁内応援職員でチームを構成）。

・早急に体制を構築したこと、また、家屋調査の方法を一次・二次調査方式に変更（一次調
査は外観調査のみ）したことから、令和３年２月と比較してスムーズに調査を行うことが
できた。
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●1,000件到達
R4.3月：15日目
R3.2月：25日目

●3,000件到達
R4.3月：34日目
R3.2月：51日目

１４．地区別被害棟数について

○地区ごとの被害の傾向
・令和４年３月は中央地区、北信地区、東部地区の被害が大きい。
特に中央地区北東部、岡部、山口、岡島、鎌田、瀬上町、宮代地区の被害が大きい。

・令和３年２月は信夫地区、清水地区、吾妻地区の被害が大きい。
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